
２５歳 ３５歳 ４５歳 ５５歳
単身 ４人 ４人 ２人

賃貸１ＤＫ 持家 持家 持家

ー 小・保育 高・中 ー
食料費 31,780 76,919 93,338 54,814

住居費 55,440 111,008 111,328 111,248
光熱・水道費 6,253 17,854 21,492 17,854

家具・家事用品 4,607 21,162 22,069 19,899
被服・履物費 14,130 37,694 41,198 29,920
保健・医療費 252 8,577 8,769 6,638

交通・通信費 59,503 66,258 71,974 69,774
教育費 0 64,717 86,024 0

教養娯楽費 32,645 51,958 62,453 51,825
その他の消費支出 32,643 62,822 87,531 70,243

合計 237,253 518,969 606,176 432,215
生命保険料 2,400 10,600 12,100 12,100

総計（月額） 239,653 529,569 618,276 444,315
年間必要生計費 2,875,836 6,354,828 7,419,312 5,331,780

　　標準生計費（２０１０年　電機連合調査）　

Ｏ
Ｋ
Ｉ
は
好
業
績
を
実
質
賃
金
ア
ッ
プ
と

非
正
規
社
員
の
格
差
是
正
に
還
元
を
!

２ ０ １ ５ 年 ２ 月 第 ３ １ ９ 号

寒
さ
が
身
に
し
み
る
日

が
続
い
て
い
ま
す
の
で

風
邪
な
ど
を
ひ
か
ず
に

乗
り
切
り
た
い
で
す
ね
。
▼
年
末

恒
例
の
歌
番
組
「
紅
白
」
で
興
味

を
引
い
た
歌
が
あ
り
ま
し
た
。

「
教
科
書
は
現
代
史
を
や
る
前
に

時
間
切
れ

そ
こ
が
一
番
知
り
た

い
の
に
・
・
」
「
都
合
の
い
い
大

義
名
分
（
か
い
し
ゃ
く
）
で
争
い

を
仕
掛
け
て

裸
の
王
様
が
牛
耳

る
世
は
狂
気
二
十
世
紀
で
懲
り
た

は
ず
で
し
ょ
う
。
燻
る
火
種
が
燃

く
す
ぶ

え
上
が
る
だ
け
」
等
々
の
詩
が
印

象
的
で
し
た
。
▼
サ
ザ
ン
オ
ー
ル

ス
タ
ー
ズ
の
「
ピ
ー
ス
と
ハ
イ
ラ

イ
ト
」
の
歌
詞
で
す
が
安
倍
自
公

政
権
が
、
日
本
を
「
戦
争
す
る
国
」

に
し
よ
う
と
画
策
し
て
い
る
時
に

聞
い
た
曲
で
し
た
の
で
い
っ
そ
う

印
象
に
残
り
ま
し
た
。
▼
曲
の
最

後
は
「
希
望
の
苗
を
植
え
て
い
こ

う
よ
地
上
に
愛
を
育
て
よ
う
よ
こ

の
す
ば
ら
し
い
地
球
（
ふ
る
さ
と
）

に
生
ま
れ
悲
し
い
過
去
も
お
ろ
か

な
行
為
も
人
間
（
ひ
と
）
は
何
故

に
忘
れ
て
し
ま
う
愛
す
る
こ
と
を

躊
躇
（
た
め
ら
）
わ
な
い
で
」
と

締
め
く
く
っ
て
い
ま
す
。
▼
憲
法

を
改
悪
し
自
衛
隊
を
紛
争
地
域
に

自
由
に
派
遣
で
き
る
よ
う
に
し
た

り
、
歴
史
認
識
を
都
合
よ
く
変
貌

さ
せ
よ
う
と
画
策
し
て
い
ま
す
。

黙
っ
て
い
て
は
、
変
化
を
も
た
ら

す
事
は
で
き
ま
せ
ん
。
▼
サ
ザ
ン

オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
は
歌
う
こ
と
で

訴
え
て
い
ま
す
が
私
達
も
、
一
人

一
人
が
考
え
、
声
を
上
げ
行
動
す

る
事
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
▼
平
和
で
安
心
し
て
働
き
、

生
活
で
き
る
世
の
中
に
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】

連絡先：電機労働者懇談会気付 沖電気の職場を明るくする会
東京都港区新橋４－２４－３ エムエフ新橋６０１号 電話 03（6450）1777

沖電気の職場を明るくする会 検索
ク リ

ッホームページ

「会」は沖電気とその関連などで働く人々

が「安心して人間らしく働ける職場」を願っ

て創られました。正規・非正規を問わず誰

でも入会できます。略称はＯＡＫ。

《設立１９８６年》

労働相談は、ホームページの「相談窓口」

で常時受け付けています。「沖電気の職場

を明るくする会」で検索して下さい。花言葉：真実の友情

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

実
質
賃
金
は
連
続

マ
イ
ナ
ス
１
７
か
月

労
働
者
の
賃
金
は
深
刻
で
す
。

昨
年
４
月
の
消
費
税
増
税
に
よ

る
物
価
押
し
上
げ
は
日
銀
試
算

で
２
％
。
消
費
税
増
税
分
を
含

む
消
費
者
物
価
指
数
は
１
１
月
、

前
年
同
月
比
で
２
・
４
％
上
が
っ

て
お
り
、
賃
金
は
上
が
っ
て
も

物
価
上
昇
分
に
は
届
い
て
い
ま

せ
ん
。

厚
生
労
働
省
の
毎
月
勤
労
統

計
調
査
で
も
、
実
質
賃
金
指
数

は
前
年
同
月
比
４
・
３
％
減
で
、

１
７
カ
月
連
続
で
家
計
は
実
質

マ
イ
ナ
ス
で
す
。

賃
上
げ
で
経
済
の
好
循
環
を

７
〜
９
月
期
の
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
実
質
で
前
期
比

０
・
５
％
減
、
年
率
換
算
で
１
・

９
％
減
と
な
り
ま
し
た
。
消
費

税
増
税
と
実
質
賃
金
の
マ
イ
ナ

ス
は
、
日
本
経
済
に
深
刻
な
打

撃
を
与
え
て
い
ま
す
。

内
部
留
保
金

（
隠
し
利
益
）
の
活
用
を

大
企
業
は
、
法
人
税
の
引
き

下
げ
や
優
遇
税
制
な
ど
に
よ
る

恩
恵
を
受
け
な
が
ら
、
正
社
員

の
定
期
給
与
の
抑
制
、
低
賃
金

の
非
正
規
雇
用
労
働
者
を
増
や

し
た
こ
と
で
、
内
部
留
保
を
積

み
増
し
て
い
ま
す
。

生
活
守
る
賃
金
の

引
き
上
げ
を

２
０
１
５
年
春
闘
で
、
全

労
連
な
ど
で
つ
く
る
国
民
春

闘
共
闘
は
内
部
留
保
の
活
用

に
よ
る
月
額
２
万
円
の
賃
上

げ
を
掲
げ
て
た
た
か
い
ま
す
。

この給料が人間らしい生活なんですね。
あなたの生活水準と比べてどうですか？

アベノミクスから生活防衛するには
最低限6.0％の賃上げが必要です。

■2015年度の消費税を除く物価上昇見通し1.7％

■消費税3％の消費者物価への影響2.0％

■直接税及び社会保障費の負担増1.3％

■更なる社会保障制度改悪・負担増への対応など1.0％

合計 6％（1万8843円）

非
正
規
労
働
者
の

要
求
も
前
進
さ
せ
ま
し
ょ
う

★
正
社
員
と
の
労
働
条
件
を
均

等
待
遇
に
す
る
。

★
最
低
時
給
は
Ｏ
Ｋ
Ｉ
ユ
ニ
オ

ン
協
定
の
年
齢
別
最
低
賃
金

と
同
等
か
以
上
に
す
る
こ
と

〈
例
〉
３
０
歳

時
給
１
２
３
３
円
。

★
ボ
ー
ナ
ス
は
一
律
に
支
給
を
。

★
交
通
費
、
住
宅
手
当
、
夜
勤

手
当
な
ど
正
社
員
に
支
給
さ

れ
て
い
る
手
当
の
支
給

を
。

★
時
間
外
割
増
金
、
半

日
休
暇
な
ど
諸
制
度
は

正
社
員
と
同
等
に
す
る

こ
と
。

★
契
約
社
員
も
退
職

金
制
度
を
設
け
る
。

利益は
還元す

べきで
しょ！

内
部
留
保
金

＝
資
本
・
利
益
準

備
金

+
退
職
給

与
引
当
金

OKIの内部留保金一人当たり1336万円に



　営業利益 株主配当 取締役平均報酬

　優先＋普通

　31.8億円

従業員平均年収 大卒初任給 非正規時給
　205 ,500円 1250円程度
（春闘後） （製造）
　207 ,000円 1250円程度
（春闘後） （製造）

　600万円

　709万円

（沖・単体）

2011年3月期

2014年3月期

　1463万円

272億円（連結） 　3780万円

（沖・単体）

2011年3月期

2014年3月期

63億円（連結） 　　0円
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富裕層の増加、資産ゼロ世帯の増加 
富裕層 世帯数 （万世帯）  

資産ゼロ 世帯割合 （％） 
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失業率と非正規社員の割合 ％   
非正規割合 失業率・右目盛り 

★ なくそう貧困・格差 守ろう生活 変えよう政治 ★ ２ ０ １ ５ 年 ２ 月 第 ３ １ ９ 号

一
斉
に
派
遣
労
働
者
の

健
康
診
断
実
施

【
本
庄
・
埼
玉
】

１
月
の
第
４
週
に
、
派
遣

会
社
の
早
め
の
健
康
診
断
が

一
斉
に
構
内
の
健
康
推
進
室

を
利
用
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

従
来
は
派
遣
会
社
が
そ
れ
ぞ

れ
行
っ
て
い
ま
し
た
。
土
曜

日
の
設
定
な
ど
、
わ
ざ
わ
ざ

病
院
ま
で
行
く
手
間
が
省
け

て
歓
迎
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
工
場
に
と
っ
て
も
作
業

計
画
の
上
で
も
都
合
の
い
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
派

遣
労
働
者
の
受
診
率
も
向
上

す
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

都
合
に
よ
り
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
派
遣
社
員
の
健
康
診
断
も

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
健
康
診
断
の
結

果
に
よ
り
職
場
の
環
境
改
善

を
含
め
た
健
康
管
理
が
で
き

る
と
い
う
利
点
も
あ
る
と
言

え
ま
す
。
ぜ
ひ
生
か
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
ま
に
は
南
浦
和
駅

か
ら
蕨
駅
ま
で

【
Ｏ
Ｋ
Ｉ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
】

年
２
回
ほ
ど
の
ペ
ー
ス
で

朝
の
通
勤
時
間
帯
に
京
浜
東

北
線
が
止
ま
る
こ
と
が
発
生

し
て
い
ま
す
が
、
南
浦
和
駅

か
ら
の
代
替
手
段
が
乏
し
く
、

す
ぐ
に
ホ
ー
ム
が
人
で
一
杯

に
な
る
た
め
運
転
再
開
ま
で

待
つ
こ
と
も
難
し
い
で
す
。

蕨
駅
ま
で
の
バ
ス
も
あ
り

ま
す
が
人
が
殺
到
す
る
状
況

で
す
。

そ
の
た
め
電
車
が
止
ま
っ

た
場
合
は
南
浦
和
駅
か
ら
蕨

駅
の
間
約
２
・
８
Km
を
歩
く

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
途
中

５
年
ほ
ど
前
に
住
宅
地
に
建

て
か
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
大
学
時
代
水
泳
の
練
習

を
し
た
プ
ー
ル
が
あ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
当
時
の
こ
と
を

思
い
出
し
な
が
ら
歩
い
て
い

ま
す
。

関
連
子
会
社
の
労
働
条
件

を
沖
電
気
並
み
に
し
て
！

【
群
馬
・
富
岡
】

富
岡
工
場
の
組
み
立
て
生

産
現
場
で
は
、
富
岡
電
子
と

協
力
し
な
が
ら
製
品
を
作
り

上
げ
て
い
ま
す
。
富
岡
電
子

に
は
沖
電
気
か
ら
異
動
や
出

向
し
た
方
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
が
、
労
働
条
件
の
違
い
に

は
び
っ
く
り
し
ま
す
。

一
日
の
労
働
時
間
も
少
し

長
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
中

で
も
土
曜
日
、
祭
日
の
通
常

出
勤
が
多
く
年
間
で
十
日
あ

ま
り
沖
電
気
よ
り
多
い
と
か
。

「
賃
金
が
安
い
上
に
出
勤
日

が
多
い
の
で
は
や
っ
て
ら
れ

な
い
な
。
せ
め
て
休
み
ぐ
ら

い
は
同
じ
に
し
て
欲
し
い
よ

な
！
」
な
ど
切
実
な
声
が
聞

か
れ
る
の
は
当
然
で
す
。
こ

う
し
た
声
は
沖
労
連
に
は
届

い
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

▼
質
問
に
答
え
ま
す
▲

沖
電
気
は
ど
の
く
ら
い

法
人
税
を
払
っ
て
い
る
の

で
す
か
？

国
税
の
法
人
税
の
ほ
か
、

地
方
税
の
法
人
住
民
税
な
ど

を
加
え
て
算
出
さ
れ
る
法
人

実
効
税
率
は
沖
電
気
の
場
合

は
３
８
％
が
法
定
で
す
。
し

か
し
、
各
種
優
遇
税
制
が
あ

り
実
際
の
負
担
額
は
そ
れ
を

下
回
っ
て
い
ま
す
。

１
４
年
３
月
期
で
は
税
引

き
前
利
益
３
１
８
億
円
に
対

し
て
税
額
は
４
２
億
円
で
１

３
％
で
す
。

安
倍
政
権
は
法
人
税
の
引

き
下
げ
一
兆
円
超
を
計
画
。

穴
埋
め
は
国
民
へ
の
増
税
で

す
。

沖
で
は
た
ら
く
派
遣
社
員

時
給
１
２
０
０
円
以
上
を

沖
電
気
の
製
造
現
場
で
働

い
て
い
る
派
遣
社
員
の
平
均

時
給
は
１
１
５
０
円
程
度
で
、

世
間
平
均
（
左
表
）
か
ら
約

１
０
０
円
も
低
い
。
今
年
は
、

時
給
で
５
０
円
以
上
の
賃
上

げ
を
獲
得
し
ま
し
ょ
う
。

◆
◇

沖
電
気
を
考
え
る

第
８
４
回

◇
◆

利
益
還
元
は

株
主
、
取
締
役
、
正
社
員
に
留
ま
る

今
年
こ
そ
非
正
規
社
員
の

処
遇
改
善
を

欧
米
で
は
、
正
規
と
非
正
規

の
賃
金
が
同
じ
な
の
が
常
識
で

す
が
、
日
本
は
大
き
な
格
差
が

存
在
し
て
い
ま
す
。

沖
電
気
の
現
状
、
契
約
社
員

（
臨
時
・
嘱
託
）
な
ど
は
一
時

金
（
ボ
ー
ナ
ス
）
は
正
規
の
半

額
程
度
で
退
職
金
な
し
。
派
遣

社
員
は
一
時
金
も
退
職
金
も
な

し
の
使
い
捨
て
雇
用
で
す
。

沖
電
気
の
製
造
現
場
の
主
力

は
非
正
規
社
員
。
沖
電
気
及
び

日
本
社
会
を
持
続
可
能
に
す
る

た
め
に
は
、
非
正
規
の
処
遇
改

善
が
必
要
で
す
。

「アベノミクス」は大企業や富裕層 優遇

金融資産1億円超、１００万世帯に
資産ゼロ世帯は３割超える

富
裕
層
は
野
村
総
合
研
究
所
調
べ
、

資
産
ゼ
ロ
世
帯
は
金
融
広
報
中
央

委
員
会
調
べ
。

・
左
目
盛
り
単
位

万
世
帯

・
右
目
盛
り
単
位

％

《
富
裕
層
と
は
》

預
貯
金
、
株
式
、
投
資
信
託
、

債
券
、
一
時
払
い
生
命
・
年
金

保
険
な
ど
を
含
め
た

純
金
融

資
産
の
保
有
額
（
負
債
を

差
し
引
く
）
が

１
億
円
を

超

え
る
世
帯
（
野
村
総
研
の
定
義
）

「
富
裕
層
」
が
株
価
上
昇
な
ど

で
１
０
０
万
世
帯
超
に
。
一
方

で
、
金
融
資
産
が
ゼ
ロ
の
世
帯

が
３
割
を
超
え
た
（
上
図
参
照
）

貧
困
世
帯

過
去
最
悪
１
６
・
１
％

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る

と
年
収
１
２
２
万
円
（
貧
困
線
）

以
下
世
帯
数
が
１
６
・
１
％
に

な
っ
て
い
る
。
１
７
歳
以
下
の

子
ど
も
の
貧
困
率
は
１
６
・
３

％
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
の
６
人

に
１
人
が
経
済
的
貧
困
状
態
と

い
う
数
値
で
あ
り
、
過
去
最
悪

に
な
っ
て
い
ま
す
。

家
計
貯
蓄
率
が
初
の

マ
イ
ナ
ス
１
・
３
％

内
閣
府
の
発
表
に
よ
る
と
、

家
計
の
所
得
の
う
ち
貯
蓄
に
回

し
た
割
合
が
、
比
較
で
き
る
条

件
で
１
９
５
５
年
以
来
初
め
て

マ
イ
ナ
ス
（
取
り
崩
し
）
に
な
っ

て
貧
困
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

非
正
規
社
員

２
０
０
０
万
人
超

パ
ー
ト
や
派
遣
・
契
約
社
員

な
ど
非
正
規
で
働
く
労
働
者
は

約
４
割
に
な
り
、
年
収
２
０
０

万
円
以
下
の
「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
」
は
８
年
連
続
１
０
０
０
万

人
に
達
し
て
い
ま
す
。

雇用が増え、失業率が低下したと安
倍首相は胸を張るが、増えたのは低
賃金・不安定雇用の非正規社員

消
費
税
増
税+

物
価
上
昇
で

働
く
人
の
実
質
賃
金
は
１
７

カ
月
連
続
で
マ
イ
ナ
ス
を
更

新
中
。
雇
用
形
態
別
雇
用
者

は
、
正
規
が
３
２
８
１
万
人
。

非
正
規
は
２
０
１
２
万
人
。

完
全
失
業
者
が
２
１
９
万
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
１
４

年
１
１
月
、
総
務
省
労
働
力

調
査
）

円安
株高

平均時給 (円）

正社員 １,９１９

非正規社員 １,２１３

非正規・パート １,０１８

２０１３年 厚生労働省


